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11
月
19
日
（
木
）、
天
童
市
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
に
よ
る
、避
難
者
を
対
象
と
し
た
小
旅
行「
銀

山
温
泉
日
帰
り
の
旅
」
を
開
催
し
、
大
人
・
子
ど

も
合
わ
せ
て
15
名
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
朝
ま
で
降
り
続
い
た
雨
も
、
出
発
時
に
は
青

空
が
覗
き
込
み
、
ほ
っ
と
一
安
心
。
市
の
福
祉
バ

ス
に
揺
ら
れ
な
が
ら
、
一
時
間
ほ
ど
で
銀
山
温
泉

に
到
着
し
、温
泉
街
を
ゆ
っ
く
り
散
策
し
ま
し
た
。

　

銀
山
温
泉
の
街
並
み
は
、
木
造
の
建
造
物
一
つ

一
つ
に
風
情
が
あ
り
、
ま
る
で
大
正
時
代
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
感
覚
で
、「
何
回
来
て

も
や
っ
ぱ
り
銀
山
は
い
い
ね
〜
」
と
皆
さ
ん
う
っ

と
り
。
地
元
の
私
達
よ
り
銀
山
温
泉
に
詳
し
い
事

に
驚
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
思
い
思
い
に
カ
レ
ー
パ

ン
や
立
ち
食
い
豆
腐
を
食
べ
た
り
、
足
湯
に
入
っ

た
り
、
お
土
産
を
選
ん
だ
り
と
一
時
間
ほ
ど
自
由

に
楽
し
み
、
昼
食
は
食
事
処
「
伊
豆
の
華
」
で
蕎

麦
御
膳
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
店
の
方
か
ら
、
手

打
ち
そ
ば
を
は
じ
め
山
形
名
物
の
料
理
（
お
し
ん

飯
〝
大
根
飯
〞
や
六
沢
大
根
の
漬
物
、
も
っ
て
菊
、

月
山
な
め
こ
、
季
節
の
天
ぷ
ら
ｅ
ｔ
ｃ
…
…
）
の

説
明
を
い
た
だ
き
、
最
後
に
子
ど
も
達
に
は
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
の
サ
ー
ビ
ス
付
で
、
と
て
も
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、徳
良
湖
温
泉
「
花
笠
の
湯
」
に
移
動
し
、

入
浴
休
憩
の
ゆ
っ
た
り
タ
イ
ム
。「
こ
こ
の
温
泉
、

肌
が
つ
る
つ
る
に
な
る
〜
」「
若
返
っ
た
み
た
い
〜
」

と
皆
さ
ん
ニ
コ
ニ
コ
で
、
見
る
と
本
当
に
肌
が
ピ

カ
ピ
カ
で
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
休
憩
室
で
の
会

話
の
中
で
、
避
難
元
の
情
報
な
ど
も
交
換
し
合
い
、

と
て
も
意
味
の
あ
る
小
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
方
か
ら
「
来
年
は
ま
た
紅
葉
の
時
期
に

来
て
み
た
い
」
と
の
要
望
が
あ
り
、
ま
た
銀
山
温

泉
？
と
思
い
な
が
ら
も
嬉
し
く
感
じ
た
今
回
の
旅

で
し
た
。（
天
童
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

銀山温泉大正ロマンの風情漂う温泉郷　銀山温泉 日帰りの旅
天童市社会福祉協議会

温泉でほっこりゆっくり
しませんか？

　11月 17日（火）に米沢市社会福祉協議会の主催で、高畠町・

南陽市、両社会福祉協議会の協力のもと「ほっこり温泉」交流会

を開催。当日はバス2台に分乗し、22名が参加しました。一行

は齋藤茂吉記念館にて茂吉の生涯に触れつつ、紅葉残る庭園を楽

しんだのち、蔵王温泉「竜山荘」へ。

　おいしい昼食を楽しみ、ゆったりと温泉を満喫。蔵王温泉が初

デビューという方もおり、体の芯から温まる温泉に大満足。お風

呂上りはツヤツヤのお肌になり、心も体もほっこりしながら、お

しゃべりにも花が咲きました。バス車中でも、車窓の景色を眺め

ながら笑い声が絶えませんでした。毎年好評なこの企画、参加者

からは早くも、来年の開催を待ち望む声が聞こえていました。

米沢市社会福祉協議会
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From山形

　
癒
し
と 

発
散
で 

　
　
〝
心
の
ケ
ア
〟 

を
し
よ
う 

♪

　

に
じ
色
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
震
災
の
影
響

で
福
島
な
ど
か
ら
避
難
し
て
い
る
母
子
を
対

象
に
、
色
彩
心
理
学
を
元
に
し
た
「
子
ど
も

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
」
や
、
マ
マ
向
け
の
「
色

彩
セ
ラ
ピ
ー
」
を
提
供
し
、
心
の
ケ
ア
に
繋

が
る
癒
し
や
発
散
、
そ
し
て
専
門
の
カ
ル
テ

を
通
し
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と

で
、
毎
年
多
く
の
参
加
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

作
品
か
ら
読
み
解
け
る
こ
と
を
共
有
す
る

中
で
、
様
々
な
問
題
を
一
緒
に
解
決
し
た
り
、

心
の
安
定
・
落
ち
着
き
・
そ
し
て
集
中
力
の

ア
ッ
プ
に
繋
が
る
場
合
も
あ
り
、
根
強
い
リ

ピ
ー
タ
ー
親
子
が
多
く
、
昨
年
度
よ
り
県
か

ら
の
委
託
を
受
け
、
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
事
業
と

し
て
子
ど
も
向
け
、
マ
マ
向
け
共
に
好
評
で
す
。

　

発
足
当
初
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募

り
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら
支
援

者
・
避
難
者
の
枠
を
外
し
避
難
母
子
の
方
々
に

有
償
で
ス
タ
ッ
フ
参
加
し
て
頂
く
こ
と
で
、
自

ら‶

主
体
者
″
と
な
っ
て
活
動
を
出
来
る
よ

う
支
援
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
み
で
来
ら
れ
る
方
も
多
く
、
よ
り
個

別
の
相
談
に
対
応
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
そ
れ
ら
の
継
続
と
共
に
「
不
安
と

ス
ト
レ
ス
に
悩
ま
な
い
７
つ
の
習
慣
」
と
い
う

講
座
も
展
開
予
定
で
す
。

　
　

From宮城

女
川
町
　
宿
泊
施
設
エ
ル
フ
ァ
ロ

　

震
災
か
ら
１
年
半
後
、
女
川
町
宿
泊
村

協
同
組
合
は
、
様
々
な
規
制
や
困
難
の
中
、

建
築
物
で
は
な
い
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
を

設
置
し
て
旅
館
業
を
再
開
し
ま
し
た
。
30

年
以
上
旅
館
業
を
営
ん
で
き
た
方
々
が
、

力
を
合
わ
せ
て
作
っ
た
協
同
組
合
で
す
。

理
事
長
の
佐
々
木
里
子
さ
ん
は
、
大
き
な

悲
し
み
と
苦
し
み
を
抱
え
つ
つ
、
４
人
の

子
を
育
て
な
が
ら
、
安
心
し
て
宿
泊
で
き

る
場
を
提
供
す
る
た
め
に
「
Ｅ
Ｌ　

Ｆ
Ａ

Ｒ
Ｏ
」
の
開
業
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
、
女
川
町
に
は
宿
泊
す
る
場
所
が

な
く
、
離
れ
て
い
た
家
族
、
親
せ
き
が
駆

け
つ
け
て
も
、
夜
に
は
帰
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
復
旧
復
興
の
作

業
に
通
っ
て
く
れ
る
方
々
の
た
め
に
も
、

宿
泊
施
設
が
必
要
だ
っ
た
の
で
す
。

　

エ
ル
フ
ァ
ロ
と
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
で

「
灯
台
」
で
す
。
復
興
へ
の
道
を
照
ら
す

よ
う
、
皆
の
力
で
輝
く
素
敵
な
宿
泊
施

設
は
、
ホ
ッ
と
で
き
る
お
部
屋
と
温
か

い
も
て
な
し
に
、
観
光
で
何
度
も
訪
れ

る
方
も
い
ま
す
。

　

「
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
よ
う
に
変
わ
っ
て

い
く
女
川
町
を
一
緒
に
見
て
い
て
欲
し

い
、
そ
し
て
可
能
な
ら
訪
れ
て
欲
し
い

で
す
。
第
二
の
ふ
る
さ
と
と
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
、「
た
だ
い
ま
」「
お
帰
り
」

と
言
葉
を
交
わ
せ
る
エ
ル
フ
ァ
ロ
で
あ

り
た
い
で
す
。」
と
佐
々
木
さ
ん
は
語
り

ま
し
た
。（
菅
野
）

にじ色キャンパス（荒木）

ＴＥＬ : 023-674-8821　E-mail: info@niji.couleuve.com



カウンセリング・ ルーム　メール相談： ryokusuinomori@yahoo.co.jp
　 

しあわせココロのつくりかた（40）
　　　　カウンセラー・スピリチュアルケアアドバイザー 志 村 友 理

　一年の締めくくりの月ですね。 1 年 365 日、 月日に流れる時間は平等です。 1 時間は同じ 1 時間。

その 1 時間を豊かなものにしているか、 虚しいものにしているかで、 一年間の充実度はずいぶんと変

わってくるはずです。

　歴史という時間の流れに目を向けてみましょう。 その視点から世界を見つめると、 社会全体の流れ

を変えたり、 対立や戦など人間が起こしてきた負の連鎖を解決するためには、 かなりの長い年月と高

い意識が必要であることがわかります。

　社会の一員である私達は、 その影響を受けて生きるものですが、

影響に振り回され、 心に焦りや憤りを抱え過ぎると、 自分の「 今」

をも虚しいものと変えてしまいます。

　限りのある時間、 自分の心を幸せに出来るのは自分次第というこ

とを心に刻み、 新たな年に向かっていただきたいです。
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みんなの声

　冬将軍到来、ムリせず実家を行き来しな

がら子どもと楽しく生活していきます♡
（福島市→米沢市　30代女性）

　雪の季節が一番困ります。車も無

く、バス停までもすべりそうで歩け

ず、一人暮らしで山形に住みたくて

も雪にはどうしようもないです。自

由に、病院、買物ができることが望

みです。先のことは、いろいろ事情

が変わり分かりません。

（南相馬市→米沢市　60代女性）

　初めての芋煮会が楽しかった！！〆のう

どんがあまりにも美味しくて、翌日も家で芋

煮うどんを作って食べました。里芋の入って

いるうどん。聞くだけだと「？」、食べてみ

ると「♡」

「みんなの声」につぶやきを送ろう

h t tp : / / k i zuna .yamaga ta1 . j p /
modules/ccenter/?form=2

ハガキに書いて
送ってね

　就職活動中ですが、社長の第一声が、

親をすててきたのか、無料の住宅に住ん

でいるのかといやみな感じで言われまし

た。その後は震災当時の事を根ほりはほ

り聞かれ、面接らしい事もなく終わりま

した。結局、すぐに不採用通知が届きま

した。避難者をよくおもっていない山形

の人はいまだに多いと感じています。簿

記1級を１回で合格でき、がんばって

きましたが、住宅の問題もあるし、地元

に帰って働きたい気もしています。これ

から雪が降るのが不安です。交通事故も

多いので気をつけたいです。

（山形市　30代）

　自分も仕事をしないと生活が苦しいで

す。何かうまくいく方法を考えています。

（郡山市→山形市　50代女性）

　本紙の情報、 リアルタイムなおす

すめ情報やイベント情報、 などを

掲載しています。
モバイル、スマホＯＫ！

山形県に避難しているすべての方へ

http://tsunagarou.net/

　子どもの小学校入学を機に福島に戻ること

になりました。私としては育児、家事、仕事

に追われ、山形を満喫する所ではなかったけ

ど、子どもは山形の自然に触れさせてあげら

れてよかったかな・・。もうちょっと山形に

いたかったな。（福島市→山形市　40代女性）



Ｑ 

震
災
前
・
震
災
時
は
ど
こ
で
過
ご
し
て
い

　

ま
し
た
か
？

　

震
災
前
は
、
南
相
馬
市
原
町
区
に
子
ど
も
２
人
と

住
ん
で
い
て
、
パ
ン
の
営
業
と
移
動
販
売
を
し
て
い

ま
し
た
。

　

地
震
後
は
、
実
家
の
家
族
と
共
に
埼
玉
の
避
難
所

に
３
月
末
ま
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

地
元
に
戻
り
ま
し
た
が
、
１
週
間
悩
ん
だ
末
、
思
い

切
っ
て
親
子
３
人
プ
ラ
ス
犬
１
匹
で
米
沢
市
の
避
難

所
に
来
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
２
週
間
ほ
ど
し
て
、
赤

湯
に
二
次
避
難
し
、
４
月
末
か
ら
息
子
た
ち
の
幼
稚

園
と
小
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
先
生
や
周
り
の
人
た
ち
が
と
て
も
優
し

く
て
、
子
ど
も
は
す
ぐ
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
人
と
人
と
の
関
わ
り
が
深
く
て
、

子
ど
も
が
子
ど
も
ら
し
く
成
長
し
て
い
ま
す
。
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Special Interview

南陽市　

ルーシーダットン （タイ式ヨガ） 講師

中島　明日香  さん 
なかじま　　  あ   す   か

BELLE　RUSIE

リラックスした空間で、心まで美しく綺麗になって帰って欲しい♡
との思いから生まれた美容室BELLEさんとの、コラボレッスン

2016年の予定：

1/19( 火)・2/2( 火 )・3/1( 火 )・4/19( 火 )・5/17( 火 )・

6/7( 火 )　10:00 ～ 11:00( 受付 9:50～ )

会場：南陽市文化会館　練習室2　　料金：1回 1500円

持ち物：ヨガマット (バスタオル可 )・フェイスタオル・飲料水

【連絡先】その他ルーシーダットン教室受付中です

メール：rusiedutton.1221@gmail.com

電話：080-1818-9807

　　（出られない時は、留守電にメッセージをお願いします）

レッスン料金：1,500円／大人（目安）2名～開催可　

　　　　　※サークルやサロンでの開催料金はご相談ください。

レッスン会場：置賜地区周辺

　

震
災
後
体
調
を
崩
し
て
し
ま
い
、
し
ば
ら
く
は

何
も
で
き
ず
落
ち
込
ん
で
い
る
時
期
が

続
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
何
を
し
よ
う

か
迷
っ
て
い
た
時
、
以
前
働
い
て
い
た

パ
ン
屋
さ
ん
で
は
、
お
客
さ
ん
に
喜
ん

で
も
ら
う
た
め
に
勉
強
会
を
し
た
り
、

大
変
だ
け
ど
充
実
し
た
毎
日
だ
っ
た
事

を
思
い
出
し
、
「
も
う
一
度
、
自
分
の
目

の
前
の
お
客
さ
ん
を
喜
ば
せ
る
仕
事
が

し
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ 

ル
ー
シ
ー
ダ
ッ
ト
ン
を
始
め
た
き
っ
か

　

け
は
何
で
す
か
？

　

ル
ー
シ
ー
ダ
ッ
ト
ン
を
始
め
て
、
レ
ッ
ス
ン

を
し
て
欲
し
い
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
人
が
い

て
、
す
ご
く
あ
り
が
た
い
し
、
周
り
に
感
謝
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ル
ー
シ
ー
ダ
ッ
ト
ン
は
、
タ
イ
の
修
行
者
が

疲
れ
た
心
と
体
を
ほ
ぐ
し
て
整
え
、
癒
す
た

め
の
『
自
己
整
体
法
』
で
、
小
さ
い
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。
み

ん
な
の
『
生
活
』
と
い
う
修
行
の
場
で
疲
れ
た

身
体
を
癒
し
た
い
、
と
い
う
気
持
ち
で
、
今
は

託
児
所
や
美
容
室
、
地
域
の
サ
ー
ク
ル
や
サ
ロ

ン
で
も
教
え
て
い
ま
す
。
レ
ッ
ス
ン
に
来
て
く

れ
た
人
か
ら
「
先
生
の
声
と
音

楽
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
し

た
」
と
メ
ー
ル
を
頂
い
た
こ
と

が
あ
り
、
自
分
自
身
を
認
め
ら

れ
た
よ
う
で
、
す
ご
く
感
謝
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
息

子
た
ち
と
の
時
間
も
大
切
に
し

な
が
ら
、
良
い
レ
ッ
ス
ン
が
出

来
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

Ｑ 

始
め
て
み
て
、
ど
う
で
す
か
？

　

避
難
中
だ
か
ら
悩
む
事
や
落
ち
込
む
事
も
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
時
期

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
今
の
選
択
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
私
は
小
さ
い
目
標
を
立
て
て
、
そ
れ
を

口
に
出
し
て
言
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
わ
く

わ
く
す
る
よ
う
な
目
標
を
持
っ
て
る
と
楽
し
く

い
ら
れ
る
気
が
す
る
し
、
少
し
ず
つ
ク
リ
ア
し

て
い
く
の
が
楽
し
い
。
い
つ
か
、
福
島
の
地
元

で
も
レ
ッ
ス
ン
を
し
た
り
、
前
の
会
社
に
恩
返

し
も
し
た
い
。
一
番
は
、
離
れ
て
暮
ら
す
実
家

の
家
族
に
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
喜
ん
で
貰
え
る

よ
う
に
、
少
し
ず
つ
、
目
標
を
も
っ
て
自
分
を

高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

避
難
し
て
い
る
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ルーシーダットン （タイ式ヨガ） 講師

　

あ
る
時
、
ヨ
ガ
教
室
に
行
っ
て
み
た
ら
、
外

に
出
て
体
を
動
か
す
の
が
す
ご
く
楽
し
く
て
、

ヨ
ガ
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
す
ぐ
に
ヨ
ガ
の

資
格
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
ら
、
山
形
で
ル
ー

シ
ー
ダ
ッ
ト
ン
の
先
生
に
出
逢
う
こ
と
が
で
き
、

ヨ
ガ
に
全
く
無
知
の
状
態
か
ら
半
年
か
け
て
資

格
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。



　みなさまからの情報をお寄せください！
　　・・・詳しくは復興ボランティア支援センターやまがたへ・・・

原子力損害賠償・廃炉等支援機構からのお知らせ
当機構では、被害者の皆さまが相談しやすい体制を目指し、今年
８月より山形県弁護士会での無料個別相談ができるようになりま
した。
随時ご相談いただけます。
＜弁護士会での対応＞
①山形県弁護士会へ相談予約
②担当する弁護士よりご連絡
③弁護士事務所等で無料個別相談

【連絡先】
山形県弁護士会　
TEL：023-635-3648　( 受付時間／平日 9：00 ～ 17：00)
※「原子力損害賠償・廃炉等支援機構の相談」とお伝えください。
※○○町の賠償相談、○○の賠償相談など、リクエストがありま
したらお伝えください。
※ご相談は１回１時間、年度６回まで無料です。
■山形市・米沢市・福島県内でも無料個別相談を実施しておりま
　す。ご予約等詳細は下記まで。
　支援機構予約ダイヤル　0120-330-540

山形市避難者交流支援センターからのお知らせ
山形市以外の市町村にお住まいの方も、ご参加いただけます！
お気軽にお越しください。

①ふくしま就職相談会スペシャル
　～就活セミナー「” 受かる” 面接の受け方」＆ 個別相談～
　面接時のマナーや” 受かる” 面接の受け方など最新情報をお伝
えします。「現状を知りたい」「今後の参考に」など、お急ぎでな
い方のご参加も大歓迎です。
日時：
1 月 14 日（木）13:00 ～ 14:00　”受かる”面接の受け方セミナー
　　　　　　  14:00 ～ 16:00　個別面談（一人 1 時間程度）
対象：福島県内での就職をお考えの方
申込み：予約優先制・当日も OK

②帰福ママ情報交換会シリーズ
帰還を決められた方、迷っておられる方、「食」「子育て」「人間関係」
など帰還後の気になることについて、意見交換しませんか？
ままカフェ＠ふくしまのスタッフ（自主避難経験者もいます）が
現状と帰還後のママ達の様子をお伝えします。
日時：1 月 21 日（木）10:30 ～ 13:00（軽食付き）
対象：福島県から自主避難中の方
申込み：1/19 締切

③笑う門には福来る～！笑福亭笑助　新春落語会＆交流会
「東北住みます落語家・山形県住みます芸人」として山形在住の
笑福亭笑助の落語会を開催します。笑門来福！
みんなで初笑い！落語二席の後は交流会を行い
ます。来てや～
日時：1 月 22 日（金）13:00 ～ 16:00
申込み：直接会場へお越しください。どなたでも
ご参加いただけます。

（共催：浪江町）

〔会場・お問合せ〕山形市避難者交流支援センター
山形市落合町 1（3F）TEL：023-625-2185

（開館時間 9:30 ～ 17:00　月曜休館）

おすすめ　冬のイベント

①　山形市初市　　
約 400 年の伝統をもつ山形の風物詩。商
業の株を象徴しての「かぶ」、長寿を表す「白
ひげ」などの野菜、「初あめ」、「団子木」等の縁起物をはじめ多
くの露店が立ち並びます。　　　　　　　　　　　　　　　
■日　時　1 月 10 日（日） 10:00 ～ 17:00 
■開催地　山形市十日町・本町・七日町の国道 112 号線及び沿
　　　　　線（十日町、本町、七日町、旭銀座、一番組商店街沿道）

②　上山城元旦登城 
天守閣から三吉山より昇る初日の出を見ませんか。（三吉山から
の初日の出は 7:30 頃です）先着 300 名に記念品をプレゼント！

（小・中学生は玉こんにゃく）
■日　時　1 月 1 日（金）　7:00 ～ 16:15 まで
　　　　　　　　　　　（最終入館は 15:45）
■開催地　上山城（上山市元城内 3-7）  

③　笹野観音十七堂祭 
毎年 1 月 17 日に行われる笹野観音の例祭。境内や城南 5 丁目照
陽寺に名物の笹野一刀彫等の露店が立ち、お鷹ぽっぽや削り花が
店頭に並びます。
■日　時　1 月 17 日（日）　神事は 14：00 ～ 
■開催地　笹野観音（米沢市笹野本町 5686-5） 

④　日本海寒鱈まつり　　
鶴岡を代表する冬の味覚「寒鱈汁」（どんがら汁）をご堪能ください。
当日はたくさんのお店が集まります。
■日　時　1 月 17 日（日）10：30 ～ 15:00 
■開催地　鶴岡市本町二丁目（銀座通り）
■料　金　寒鱈汁 1 杯　600 円

⑤　酒田日本海寒鱈まつり 
屋外で日本海の冬の味覚「寒鱈」を堪能するおまつりです。会場では
太鼓演奏や抽選会もあり、冬の寒さが吹き飛ぶ 2 日間です。
■日　時　 1 月 23 日（土）～ 1 月 24 日（日）10：30 ～ 15：30 
　　　　　寒鱈汁販売は 14:00 まで（売り切れ次第終了） 
■開催地　酒田市中町、駅前、みなとオアシス
■料　金　寒鱈汁 1 杯　600 円
前売り券（寒鱈汁券 1 枚、100 円相当お買物券、抽選券付き）700 円



レシピ提供 ：
在来作物案内人　鈴木淳子さん

次号は１月20日 発行です

情報提供や寄稿は、

1月 6日までに

お寄せ下さい。

お待ちしてまーす！

＊ 

今
年
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
担
当
し
て
、
素
敵
な
方
々

に
沢
山
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

 

み
な
さ
ま
良
い
お
年
を
！
（
多
田
）

＊ 

２
回
続
け
て
頑
固
な
風
邪
を
ひ
き

ま
し
た
。
咳
が
つ
ら
か
っ
た
け
ど
、

食
欲
が
落
ち
た
お
か
げ
で
久
し
ぶ

り
に
お
腹
が
へ
こ
み
ま
し
た
。（
す

ぐ
戻
り
ま
し
た
）（
サ
チ
）

＊ 

ド
ロ
ー
ン
の
実
機
を
初
め
て
拝
見
。

風
速
10
ｍ
に
も
耐
え
う
る
高
画
質

に
驚
き
。
取
材
ヘ
リ
が
な
く
な
る

日
も
近
い
!?
（
結
）

＊ 

サ
ー
ビ
ス
業
に
勤
め
て
い
た
母
が

と
う
と
う
退
職
。
20
年
ぶ
り
に
正

月
を
共
に
過
ご
せ
そ
う
で
す
。（
海
）

団体紹介

心のケアとしてのヨーガ療法ボランティア報告
　米沢市において、2011 年 4 月より、毎月 2 回のヨーガ療法教室を
主体に活動を続けています。毎回通えなくても、実習出来るようにと
DVD を配布し、その効果を実感頂いております。簡単な動きを呼吸と
ともに行うので、体の硬い方こそが、ぴったり！　次第に、ご自分の身
体と心を客観視できるようになり、様々なストレスに押しつぶされそう
になっても、セルフケアできる力がついてきます。この 10 月までに参
加された避難者の方々は、延べ 250 名ほどになります。

　現在は、ボランティア教室というよりも、同好会のような雰囲気で、集えること自体も楽しみです。日本ヨー
ガ療法学会本部からの指示にてずっと継続してきましたが、丸 5 年となる来年 3 月末にて、区切りをつける旨の
通達がありました。残すところ数か月となりますが、これまでと同様に開催予定です。

＜開催要項＞開催日：毎月第 1、第 3 水曜日　会場：置賜総合文化センター 3F 和室　持ち物：ヨガマットまたはバスタオル

日本ヨーガ療法学会認定ヨーガ療法士会・山形

お問合せ

はこちら
日本ヨーガ療法学会認定ヨーガ療法士会・山形
　TEL：0238-40-0724( 鈴木 )

☆ブログ「鈴木淳子の楽しむ食育」もご覧ください♪　http://ameblo.jp/hanamizuki-junko/

＜材料＞

レンコン　　　　１節

人参　　　　　　１／２本

干しシイタケ　　３枚

しらたき　　　　１／２袋

油揚げ　　　　　１枚

絹さや　　　　　５枚

白ごま　　　　　大さじ２

［Ａ］

干しシイタケの戻し汁　1/2 カップ

砂糖・醤油・みりん・酒　各大さじ１

［Ｂ］

酢　大さじ３

砂糖・みりん・醤油　　　各大さじ１

酢　塩　　分量外

＜作り方＞

①レンコンは皮を剥いて薄いイチョウ切りにして酢水に取り、

　酢・塩少々を加えた熱湯でさっとゆでる。

②人参は４㎝の長さの千切りにして、塩少々で揉んでおく。

③干しシイタケは戻して千切りにする。油揚げは油抜きして、

　細切りにする。

④鍋にＡを煮たてて③を入れ、落とし蓋をして、汁気がなくな

　るまで煮る。

⑤みりんはアルコール分をとばして、ほかの調味料と混ぜ合わ

　せる。

⑥Ｂのすべての材料を合わせて⑤で和え、一晩そのまま漬ける。

⑦仕上げに茹でて千切りにした絹さやと白ごまをふる。

復興ボランティア
支援センターやまがた

Twitter

http://www.facebook.
com/fvsc.yamagata

http://tsunagarou.net/
　「うぇるかむ」に掲載された今までの記事のすべてと、リアルタイムなおすす

め情報、イベント情報、支援団体情報などを掲載しています。ぜひご覧ください。

お正月にうれしい　ヘルシーでさっぱりした一品

七　福　な　ま　す




